
地
名
散
歩

う
る
ま
市
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名
嘉
山

　兼

　宏

な

か

や
ま

け
ん

こ
う

う
る
ま
市

名
嘉
山

　兼

　宏

な

か

や
ま

け
ん

こ
う

め
ま
ぐ
る
し
い
変
遷

与
那
城
は
、
勝
連
半
島
の
ほ
ぼ
中
央

部
金
武
湾
を
見
下
ろ
す
と
こ
ろ
に
位
置

す
る
。『
南
島
風
土
記
』（
東
恩
納
寛
惇
）

に
よ
れ
ば
、「
古
へ
、尤
那
須
（
尚
徳
代
）、

尤
那
是
古
（
尚
眞
代
）、・
・
・
で
ユ
ナ

シ
ク
と
発
聲
さ
れ
た
」
と
あ
り
、『
お
も

ろ
さ
う
し
』
で
は
「
よ
な
く
す
く
」
と

出
て
い
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』
に
は
、

村
の
祭
祀
の
時
に
は
池
味
大
屋
子
が
殿

に
酒
・
肴
な
ど
供
物
を
さ
さ
げ
る
と
あ

る
。与

那
城
は
、
当
初
勝
連
間
切
に
属
し

て
い
た
が
一
六
七
六
年
の
勝
連
間
切
り

の
分
割
に
よ
っ
て
西
原
間
切
与
那
城

村
、
同
年
平
田
間
切
与
那
城
村
、
ま
も

な
く
与
那
城
間
切
与
那
城
村
、
明
治
期

に
中
頭
間
切
に
、
そ
し
て
中
頭
郡
与
那

城
村
字
与
那
城
、
現
在
は
平
成
17
年
の

二
市
二
町
の
合
併
に
よ
り
、
う
る
ま
市

与
那
城
字
与
那
城
と
そ
の
変
遷
は
め
ま

ぐ
る
し
い
。

ビ
ー
グ
は
、
現
在
で
も
照
間
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
は
隣
村
で
あ
る

こ
の
与
那
城
で
も
栽
培
し
、
ビ
ー
グ
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
現
在
は

主
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
野
菜
な
ど
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
。

「
二
才
が
美ち
ゅ

ら
さ
や
与
那
城
」
と
謡
わ

れ
、
か
つ
て
は
与
那
城
の
青
年
た
ち
は
、

近
隣
の
美み
や
ら
び童
た
ち
の
あ
こ
が
れ
だ
っ
た

と
い
う
。
現
在
で
も
青
年
た
ち
を
見
る

と
そ
の
雰
囲
気
が
あ
る
。
こ
れ
は
単
に

容
姿
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
生
活
、
立

ち
居
振
る
舞
い
も
ふ
く
め
て
表
現
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

戦
後
は
、
与
那
城
三
叉
路
を
基
点
に

半
島
の
交
通
の
要
地
と
な
り
、
屋
慶
名

や
平
敷
屋
と
結
び
、
と
く
に
十
号
線
沿

い
に
は
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
か
ら
の
米
兵

を
相
手
に
す
る
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、

飲
食
店
な
ど
が
建
ち
並
び
賑
わ
い
を
み

せ
た
。
最
近
は
街
路
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン

も
少
な
く
な
り
、
往
時
の
風
景
は
見
ら

れ
ず
、
大
型
の
商
店
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。

ヨ
ナ
・
ヨ
ネ
系
地
名
を
探
る

西
原
町
の
与
那
城
は
、
与
那
城
を
は

じ
め
兼
久
や
我
謝
な
ど
と
海
岸
地
名
が

続
き
、
か
つ
て
は
与
那
覇
浜
と
呼
ば
れ

る
白
い
砂
浜
が
海
岸
沿
い
に
広
が
っ
て

い
た
と
い
う
。

本
部
町
渡
久
地
に
小
字
与
那
城
が
あ

る
。『
本
部
ナ
ー
ク
ニ
ー
』の
第
三
節「
遊

で
ぃ
ウ
フ
タ
浜　

戻
る
与
那
城

4
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暁
の

渡
い　

港
渡
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
や

は
り
海
岸
の
砂
地
に
位
置
す
る
。

国
頭
村
の
与
那
は
、
与
那
川
が
西
海

岸
に
流
れ
る
河
口
の
推
積
地
周
辺
に
位

置
す
る
。

豊
見
城
市
の
与
根
は
、
ユ
ニ
マ
ー
ス

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
海

岸
に
位
置
し
て
い
る
。

南
風
原
町
の
与
那
覇
は
、
國
場
川
の

上
流
域
に
あ
っ
て
「
お
も
ろ
時
代
に
は

こ
の
地
域
ま
で
海
が
入
り
く
ん
で
い
た
」

と
い
う
（『
角
川
・
日
本
地
名
辞
典
・
沖

縄
県
』）。

ま
た
、
宮
古
島
市
（
旧
下
地
町
）
の

与
那
覇
や
竹
富
町
の
与
那
田
橋
も
や
は

り
海
岸
や
河
口
の
砂
地
地
帯
に
位
置
し

て
い
る
。

さ
ら
に
東
風
平
町
の
世
那
城
（
与
那

城
）
は
八
重
瀬
岳
の
北
、
報
得
川
の
中

流
域
の
推
積
地
に
立
地
、
う
る
ま
市
内

の
小
字
与
那
田
原
や
世
那
川
原
も
そ
れ

ぞ
れ
推
積
地
に
立
地
し
て
い
る
。

こ
の
県
内
の
小
字
を
含
め
た
ヨ
ナ
・

ヨ
ネ
の
地
名
は
海
岸
に
立
地
し
た
砂
地

の
と
こ
ろ
や
川
の
流
域
に
あ
っ
て
、
土

砂
の
推
積
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
こ

ろ
に
名
称
さ
れ
て
い
る
。　

こ
の
こ
と
か
ら
ヨ
ナ
・
ヨ
ネ
は
海
岸

や
沖
積
地
に
あ
っ
て
「
砂
地
」
を
意
味

す
る
。

与
那
城
の
地
名
の
意
味

勝
連
グ
ス
ク
を
中
心
に
西
原
や
南
風

原
と
方
位
・
方
向
を
示
す
地
名
が
あ
る

よ
う
に
与
那
城
は
、
勝
連
グ
ス
ク
か
ら

金
武
湾
に
面
す
る
方
向
に
位
置
す
る
。

そ
の
海
岸
は
干
潮
時
に
は
広
大
な
砂
州

が
広
が
る
。
つ
ま
り
、
ヨ
ナ
の
広
が
る

方
向
に
位
置
し
、
グ
ス
ク
（
城
）
は
、

場
所
・
集
落
を
意
味
す
る
美
称
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
意
味
は
「
ユ
ナ
（
砂
州
）

の
方
向
に
あ
る
と
こ
ろ
の
グ
ス
ク
（
村
）」

と
い
う
意
味
に
推
察
さ
れ
る
。

な
お
、
与
那
城
の
地
名
に
つ
い
て
『
沖

縄
県
の
地
名
・
平
凡
社
』
に
は
「
地
名

は
金
武
湾
の
ユ
ナ
・
ユ
ニ
（
州
）
を
見

下
ろ
す
グ
ス
ク
の
意
と
思
わ
れ
る
」
と

あ
り
、
ま
た
「
与
那
原
町
の
与
那
原
の

地
名
は
、
本
島
南
部
の
東
海
岸
、
中
城

湾
に
面
し
て
い
る
。
地
名
は
、
海
岸
の

砂
原
を
意
味
す
る
方
言
の
ヨ
ナ
、
あ
る

い
は
ユ
ナ
に
よ
る
」
と
あ
る
。

ク
ニ
シ
リ
ヤ
ー

与
那
城
公
民
館
の
後
方
、
ア
シ
ビ
ナ
ー

（
児
童
公
園
）
の
一
角
に
「
ク
ニ
シ
リ

ヤ
ー
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ク
ニ

シ
リ
ヤ
ー
か
ら
与
那
城
の
村
が
始
ま
っ

た
の
伝
え
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ク
ニ
（
ム

ラ
）
を
治(

し)

る
、領(

し)

る
の
古
語
（
し

ろ
し
め
す
）
で
、
ム
ラ
を
統
治
す
る
人

（
ヤ
ー
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
い
い
伝
え
で
は
与
那
城
は
勝

連
按
司
の
子
孫
で
、
字
の
後
方
に
按
司

墓
も
あ
る
と
い
う
（『
よ
な
ぐ
す
く
の
民

話
』）。

与よ

那な

城し
ろ

（
ヨ
ナ
グ
ス
ク
）
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